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要　　 旨

地図部地図技術開発室では，空間的な分布が重要な空

間情報( 例えば，地形，建物位置，法的な規制，植生等)

と空間的低次元情報であるが短時間の変化が重要な時系

列情報( 例えば，水位，雨量，交通量等) を自由に組み

合わせて利用するための研究開発を平成9 年度から行っ

ている。

平成9 年度及び平成10 年度の2 ヶ年で，空間情報と

時系列情報を組み合わせた情報( 以下，「時空間データ」

と言う。)に関する調査，時空間データ仕様調査，時空

間データベース管理システムのモデルシステムの設計，

及びプロトタイプシステムの構築を行った。

本稿は，平成9 年度及び平成10 年度における研究作

業の成果について報告するものである。[1]～[8]

1. はじめに

近年，コンピュータ技術やインターネット技術をはじ

めとする情報処理・通信技術等の飛躍的な発展に伴い，

個人レベルでも容易に情報の作成・加工，情報の発信・

受信が自由にできる環境が整備され，国内外を問わず流

通するデータの種類や量は，日々増加している。このよ

うな高度情報化社会において国家機関や企業等は，国際，

社会，経済活動などに対し，迅速かつダイナミックな対

応が求められるため，必要な情報が何時でも，何処から

でも，利用しやすい形で提供されることを望んでいる。

国土地理院の高度情報化社会への対応のひとつとし

て，国土地理院において長年蓄積されてきた空間情報の

有効活用が考えられる。現在のGIS においては，2 次元

若しくは2.5次元での情報処理を行うものが多く，空間

情報が本来持っている多次元性，いわゆる高さや時間軸

を持った4次元での情報処理は，あまり行われていない

状況にある。

そこで，地図部地図技術開発室では，長年国土地理院

が蓄積してきた空間情報の有効活用を図り，GIS におけ

る時空間データ処理技術の開発に資するため，空間的な

分布が重要な空間情報と短時間の変化が重要な時系列情

報を自由に組み合わせて利用するための技術開発に着手

した。

なお，本研究は科学技術庁科学技術振興調整費知的基

盤推進制度 *注) の課題として，平成9 年度から平成13

年度の五ヶ年で実施中のものである。

2. 研究目的

空間的な分布が重要な空間情報( 例えば，地形，建物

位置，法的な規制，植生等) と空間的低次元情報である

が短時間の変化が重要な時系列情報( 例えば，水位，雨

量，交通量等) を自由に組み合わせて利用するための研

究開発を目的とする。

3. 研究内容

時空間データ利用者の利便性の向上を図り，時空間デ

ータに関わるデータベース管理手法の高度化に資するた

め，時空間データの標準的な仕様に関して検討するとと

もに，試行的に時空間データベース管理システムのモデ

ルシステムを構築する。

また，時空間データの統合的利用の円滑化に資するた

め，利用手法事例調査，時空間データ解析モデルに関す

る調査，時空間データの統合的利用に関わる課題抽出と

手法改善等を行い，時空間データ統合的利用ツールセッ

トを集積する。

さらに，これらの成果を，研究者が共通に活用できる

「時空間データの統合的利用に関するガイドライン」と

してとりまとめる。

4. 平成9 年度及び平成10 年度の研究概要

時空間データに関する調査，時空間データ仕様調査，

空間データベース管理システムのモデルシステムの設計

及びプロトタイプシステムの構築を行った。

4.1　時空間データに関する調査

(1) 時空間データ利用事例調査

官公庁等，GIS を導入している部署に対して，河川業

務，防災業務，固定資産業務，道路管理業務，交通管理

業務の動向についてヒアリング調査を行った。

(2) 市販GIS 製品調査

市販されているGIS 製品の機能仕様について調査した。

(3) 調査結果に基づく課題抽出

上記調査事例より，時空間データ利用における問題点

* 注)「知的基盤」の説明は本稿参照



を抽出した。

4.2 時空間データ仕様調査

GIS 関連の標準的な仕様のうち，時空間データについ

て定義されている仕様について調査し，本研究において

採用すべき仕様について検討した。

4.3 モデルシステムの設計とプロトタイプシステムの

構築

GIS が時空間データを統合的に管理することで享受さ

れる機能を視覚化するため，時空間データベースの試行

的なモデルシステムの設計及びプロトタイプシステムの

構築を行った。

5. 研究内容の詳細

5.1　時空間データに関する調査

(1)　時空間データ利用事例調査

代表的な建設関連の時空間データ利用事例調査とし

て，河川管理，地震防災，固定資産業務及び道路に関連

する業務を中心にヒアリング調査を行った。

① 河川業務

水量・水位に関する情報は，定点にて連続した時間と

観測値の情報である。ただし，従来の河川管理業務にお

いては，連続した情報は必ずしも必要ではなく，適当な

時間間隔の値を利用することで十分であると思われる。

緊急時にはデータを格納する時間間隔を変更すること

で，よりきめ細かな情報管理を行うことができる。

ここで取得された情報は，取得時点での空間的な分布

表現と値参照，指定された時点の値参照，2 時点で取得

された測定値の統計( 最大・最小値) 処理等に利用され

る。

また，過去に記録された水位，雨量および洪水等の情

報と現況を比較することにより，洪水災害対策立案等の

支援等への応用が期待される。

② 防災業務

地震が発生した際，その被害状況を適確にシミュレー

トし，即時的かつ効果的な対策を行うことが非常に重要

である。よって，防災関係のGIS においては，現在の地

質や建物等の状況が正しく空間データベースに格納され

ていることが求められる。

地震計等の測定器は定点にて24 時間稼動しているが，

震度情報を履歴管理する場合を想定すると，地震が観測

された状況，すなわち発生時間，揺れ持続時間，場所，

震度等が記録されれば良い。

③ 固定資産業務

土地評価において，地価形成要因に誤りがあった場合，

評価額の見直し作業を行う必要がある。その際は，評価

計算の起点となる年度までさかのぼり，再計算を行う。

図-1は評価計算の一例である。

管理対象となる土地や建物は，原則としてその年の1

月1 日現在の状況に対して課税されるため，過去にさか

のぼる場合もこの時点の状況が把握できれば良い。一方

で，土地や建物の個々の対象物に着目すると，それぞれ

が個別の時間に生成，変化，消滅等を繰り返すことから

このレベルでは連続的な時間管理が求められる。

④ 道路管理及び交通管理業務

道路管理及び交通管理に係る情報は，過去から現在，

未来に至るまでの範囲が管理の対象となる。未来とは，

工事予定等の空間情報である。

地物に附属する時間要素としては年，月，日，時まで

図-1　 固定資産業務における時空間処理事例



の時間解像度が必要である。地物に附属する属性データ

(例えば交通量感知器とその観測データ) においては，

さらに細かな時間が必要になる場合がある。ヒアリング

調査により，この業務に必要とされる時空間の操作パタ

ーンとしては，以下のものがあった。

a) 任意の時点における地物の更新を行う

b) 任意時点の地物を再現する

c) 空間を固定して時間軸による地物の検索を行う。

(2) 市販GIS 製品調査

インターネット上のホームページやカタログ等のメデ

ィアを利用して，国内にて入手可能なGIS 製品について

リストアップを行い，それぞれのシステムのもつ機能，

特に時系列管理機能について重点的に調査した。

この結果，国内製品( 販売，サポートサービスが国内

にあり日本語対応している製品) 約40 種類，外国製品

11種類，オブジェクト指向データベース管理システム4

種類をリストアップすることができた。製品の中には，

空間データベースのバージョンを管理することで，過去

の空間データを参照することが可能な製品は多数存在す

る。しかし，2 時点間の比較等，いわゆる時空間的な比

較・演算等の機能は有していないものがほとんどである。

ここで，時空間管理をサポートするGIS 製品を紹介す

る。

①DiMSIS-EX

DiMSIS-EX は，京都大学防災研究所を中心に開発さ

れたDiMSIS が関係者有志のコンソーシアムにより再構

築されたシステムである。

時間の管理としては，開始時刻及び終了時刻にそれぞ

れ開始及び終了の時刻をもうけたもので( 例えば，建物

の建築開始時刻と完成時刻，建物の取り壊し開始時刻と

取り壊し終了時刻)，図形の動的な変化を見ることがで

きる。また線分で空間を定義することにより，データを

コンパクトにできるとしている。

DiMSIS-EX の特徴は，地域の時間的な状況変化の情

報を扱えるようにした時空間情報処理，住所体系にとら

われない情報管理，自治体職員の発想に沿ったインター

フェイスの実装，緊急時にも使用できる平常時システム

の概念(RARMIS コンセプト) の採用である。RARMIS

(Risk-Adaptive　Regional　Management　Information

System) コンセプトとは，京都大学防災研究所から提案

された①平常時と緊急時とのシームレスな連携，②空間

情報の時間管理，③分散型の自立システムによるデータ

の相互参照・共有を核とする「リスク対応型地域空間情

報システム」の概念である。

②ATOM

朝日航洋株式会社が開発した地理情報システムであ

る。このシステムでは，空間データの更新ごとに，実時

間とデータベース時間を記入したタイムスライス版を保

存することにより，一種のバージョン管理を行っており，

機能としてある時点の参照，2 時点間の比較等を行うこ

とができる。空間データモデルは，線分で空間を定義し，

位相データを持たないことを特徴としている。

③ADWORLD-GIS

ADWORLD-GIS は，(株) 日立情報システムズが提供す

る「自治体向け行政情報化ソリューションADWORLD 」

と連動するGIS であり，　GISエンジン部分にDiMSIS-EX

を採用している。

ADWORLD-GIS では，任意時点の地図を検索・表示

することが可能であり，版管理を行う必要が無いことを

特徴としている。

このシステムは，2 時間的位置における空間データの

比較機能は有してはいないが，実際の固定資産業務に必

要な機能は装備されている。

(3) 調査結果に基づく課題抽出

調査結果により時空間データの利用に関する課題とし

て以下の事項を抽出した。

① 統合化の意味の明確化

空間情報と時間情報の統合化の定義を明確にする必要

がある。各種標準化作業において検討されている空間情

報と時間情報を所有する空間データモデルを実装するこ

とが統合化に相当するか，または，時空間情報を所有す

る空間データモデルに対してこれらの情報を利用して時

空間的な操作機能もしくはインタフェースを提供するこ

とが統合化なのか等，統合化という言葉について，この

場での具体的な意味を明確にしなければならない。

② 時空間管理の必要性の明示

GIS 利用者にとって潜在的な時空間データ管理ニーズ

は存在するが，現状では市販されているGIS 製品そのも

のに時空間管理機能が実装されていないため，GIS アプ

リケーション設計の段階で時間に関する情報の取り扱い

を放棄しているものと推測される。

GIS アプリケーションの中には時系列情報を何らかの

手法で取り組んだ事例も存在するが，運用面での制限を

付けざるを得ないのが実状であると思われる。

そこで，空間情報と時系列情報両者を取り扱うことで，

実現される処理について，その具体例を示すことで有効

性を明らかにすることが必要である。このようにツール

と事例を提供することで，時空間管理に対するニーズが

顕著になってくるものと思われる。

③ 時間の解像度の取り扱い

国内外の標準化作業の中で時間に関する定義と空間デ

ータモデルが徐々に明確になってきているが，実際に空



間データベースを構築する時に，対象物によって採用す

る時間の解像度が異なるものと思われる。ここで時間の

解像度とは観測する時間の正確さと単位である。

時間の正確さとは，観測された時間の正確さであり，

特に対象物間の時間の位相関係を測定する場合に影響す

る。時間の単位は，具体的には年月日までの情報で取得

するのか，もしくは時分秒まで記録するのかということ

である。これらの情報は取り扱う対象毎に異なることは

必至で，同一項目間においては時間的な位相関係が正確

に把握できるが，異なる尺度で測定された時間を持つ項

目間においては，正しい位相関係を求めることは出来な

い。

また，時間の解像度をもっとも小さい項目にあわせて

時空間データベースを構築するとなると，データベース

構築コストに大きく影響する。

従って管理対象となる項目に応じて付与すべき適当な

時間解像度を利用ニーズから明確にしておく必要があ

る。

④ 時空間データベース構築

時空間データベースを構築する方法は，ある時点を起

点としてそこから時間進行方向に対して時空間データを

実装する方法と，異なる時間属性を持つ空間データ資源

を統合する方法がある。現在，時空間管理が可能なGIS

は前者の方法のみに対応しており，時空間情報を実装す

るためには多大な労力が要求されることが想像できる。

しかしながら，現時点で入手可能な空間データ資源に，

国土地理院刊行の「数値地図シリーズ」に見られるよう

に，データ全体でひとつの時間断面をもつタイムスライ

スデータということができる種類のデータが既に経年的

に蓄積されている。

このような複数のタイムスライスデータを利用して効

率よく時空間データベースを構築する手法を開発するこ

とで有効活用が図られ，質の高い時空間サービスの提供

が可能となる。

5.2 時空間データ仕様調査

(1) 既存仕様の調査

時間について言及している代表的な標準仕様として

は，ISO/TC211[9] ，カナダにおけるSAIF[10] ，日本に

おけるGIS の標準化に関する調査: 空間データ交換標準

[11・12] などが代表的な事例である。

ISO/TC211 では，平成9 年度中の完成を目指してい

たが，その後の作業項目の新設や検討内容の増加等によ

り，標準案作成は当初案より遅れ気味である。しかし，

ほとんどの作業項目で委員会ドラフト(CD) が提出さ

れており，標準の方向が固まってきている。平成11 年

9 月に京都市において開催される第9 回ISO/TC211 総

会では，標準の全体像がさらに明確になると期待される。

(2) 本研究に用いた時空間データ仕様

本研究に用いた時空間データの仕様については，当初，

国内におけるGIS 標準化の動向が明らかになっていなか

ったことから，時間構造をもっている既存の地理情報標

凖のひとつであるSAIF の仕様を，本研究における基本

仕様とした。

しかし，その後，国内でのGIS 標準化の検討作業が進

展したことから，日本におけるGIS の標準化の調査: 空

間データ標準交換により提案されている仕様を，本研究

における基本的仕様とした。

5.3 モデルシステムの設計とプロトタイプシステムの

構築

時空間データベース管理システムを構築することによ

り得られるメリットを視覚化するために，(1)時空間デー

タベースのモデルシステムの設計と(2)プロトタイプシス

テムの構築を行った。

具体的には，変化が緩やかであり連続的な時間管理が

必要とされるGIS の典型利用事例の一つである固定資産

業務を対象として，プロトタイプシステムの構築を行っ

た。

その後，同プロトタイプシステムの構築により得られ

た連続的な時間管理のノウハウを活用し，ダイナミック

な時間管理が必要とされる典型事例の一つである道路管

理業務を対象にプロトタイプシステムの構築を行った。

(1) モデルシステムの設計

モデルシステムの設計に当っては，時空間データを管

理可能なGIS であるATOM をベースとした。

機能概要は，以下のとおりである。

① 時系列データに対する空間参照情報の付与，編集機能

水位，雨量等の時系列データに対して空間参照が可能

な情報の追加，削除，修正を可能にする。

② 空間データに対する時系列情報の付与，編集機能

地形や建物等の空間データに対して，時系列情報の追

加，削除，修正を可能にする。

③ 任意の時間的位置における空間データの可視化

指定された時間時点の空間データをビジュアルに表示

する。

④ 任意の空間的位置における時系列データの可視化

指定された場所の時系列データをアニメーション表示

等の手法によりビジュアルに表示する。

⑤ 任意の2時間的位置における空間データの比較( 同一

性判断，変化量解析)

指定された時間時点間の空間データを比較し，変化し



た情報の抽出またはその統計を行う。

⑥ 時空間データの履歴管理

時空間データ自身の更新記録を管理する。

⑦ 有効期間検索

ある地物が発生してから消滅するまでの有効期間の検

索，表示を行う。

⑧ 時点検索

指定された範囲内において，短時間に変化する空間情

報の検索，表示を行う。

(2) プロトタイプシステムの構築

時空間データベース管理システムのモデルシステムの

設計を踏まえ，時空間データベースを構築することで，

もたされるメリットを視覚化するために固定資産業務及

び道路管理業務を対象としたプロトタイプシステムを，

それぞれ構築した。

1) プロトタイプシステムを構築する際に使用した時空

間データ

プロトタイプシステムの構築の際に使用した時空間デ

ータは，以下のとおりである。

①固定資産業務を対象としたプロトタイプシステムを

構築する際に使用した時空間データ

国内のA 市を対象に，以下の様な架空の土地・建物情

報を作成した。

a) 空間情報

平成7 年度～平成9 年度1/1000 の地番図，家屋図を

フレームとし，背景データに平成7 年度，昭和52 年度，

昭和32 年度の1/2，5000地形図の画像を利用した。

b) 時系列情報

平成7 年度～平成9 年度における家屋，土地情報を利

用した。

家屋情報，土地情報の主な構成は以下のとおりである。

イ) 家屋情報: 家屋番号，建物区分，所有者名等

ロ) 土地情報: 地目，地番，所有者名等

② 道路管理業務を対象としたプロトタイプシステムを

構築する際に使用した時空間データ

a) 空間情報

数値地図2500「兵庫1 」(平成8 年3 月建設省国土地

理院刊行) をフレームとして利用した。

このほか，道路工事の位置情報，交通量感知器位置情

報を利用した。解析範囲は，神戸市中央区，兵庫区，長

田区，須磨区の4 地区を対象とした。

b) 時系列情報

平成7 年1 月1 日から平成7 年4 月30 日までの15 分

間隔の交通量感知器情報及び道路工事情報を利用した。

道路工事情報及び交通感知器情報の主な構成は以下のと

おりである。

イ) 道路工事情報: 工事名，規制開始年月日，解除年

月日，工事場所，規制内容，規制延長等

ロ) 交通感知器情報: 感知器名，感知時間，15分間隔

の交通量データ等

2) プロトタイプシステムの運用環境

プロトタイプシステムを運用する環境は以下の通りで

ある。

① ハードウェア

CPU   Pentium 233Mhz 以上

メモリ  64MB 以上

モニタ  解像度SVGA(600 ×800)以上

表示色256色以上

プロトタイプシステム格納に必要なハードディスク

容量 約650MB 程度

②ソフトウェア

OS Windows95 ま た はWindowsNT4.0  (以 下 ，

Windows という)

その他 必須アプリケーションソフトなし

3) プロトタイプシステムの開発環境

プロトタイプシステムを開発する環境は以下のとおり

である。

①GIS ツール

朝日航洋株式会社製ATOM V2.0,  3.2

②開発言語

Microsoft Visual C＋＋5.0

Microsoft Visual Basic 5.0

③ アプリケーション構成

スタンドアロン構成とする。プログラムとデータベー

スと共にローカルディスクにインストールし，運用する。

インストールに当たっては専用インストールプログラム

にて行う。 また， イン ストールプロ グラムでは，

Windows のスタートメニュー中のプログラム登録まで

を行う。

4) 固定資産管理業務を対象としたプロトタイプシステム

過去から現在までの年・月・日といった比較的変化の

緩やかな時間管理を行う固定資産等管理業務を対象とし

てモデルシステムのプロトタイプシステムを構築し，回



業務に必要とされる任意の2 時間的位置における空間デ

ータの比較機能(図-2) や空間情報の時系列変化を表現

する機能である変遷表示機能(図-3) などを実装した。

本プロトタイプシステムのメニュー構成は，以下のと

おりである。

① ファイル

・環境設定

・印刷設定

・印　刷

・終　了

②表 示

・時間設定

・レイヤ設定

・拡　大

・領域拡大

・スクロール

・全体表示

・再描画

③ 解 析

・属性参照

・変遷表示( 図-3 ）

・比較表示( 図-2)

④ 編　集

・家屋図形作成

・家屋属性編集

・家屋削除

⑤ ウィンドウ

・新規作成

・開 く

・閉じる

・保 存

・凡 例

・上下に並べて表示

・左右に並べて表示

・重ねて表示

⑥ヘルプ

・操作方法

・バージョン

5) 道路管理業務を対象としたプロトタイプシステム

過去から未来までの，年・月・日・時・分といったダ

イナミックな時間管理が必要とされる道路管理業務を対

象とした。

工事情報，渋滞情報など刻々と変化し，かつネットワ

ーク的な分布を伴う道路に関係する時空間情報をデータ

ベース化し，道路維持管理，交通管理などに必要とされ

る機能を実装したプロトタイプシステムを構築した。

本システムにおいては，工事情報と交通量との関係を

把握することを目的とした，任意時点の道路工事の状況

と交通量を集計する機能( 図-4)，15分間隔にダイナミ

ックに変化する交通量の変遷表示機能及び任意時点の交

通量をグラフ化し空間情報上にビジュアルに表現をする

機能( 図-5) などを実装した。

本プロトタイプシステムのメニュー構成は，以下のと

おりである。

① ファイル

・環境設定

・印刷設定

・印　刷

・終　了

②表 示

・時間設定

・レイヤ設定

図-2　2 時期の比較

図-3　 変遷表示時間設定



・拡　大

・領域拡大

・スクロール

・全体表示

・交通量表現切換

③ 解 析

・属性参照

・状況集計( 図-4)

・遷移表示( 図-5)

・比較表示

・工事チェック

④ 編 集

・道路工事

・交通量感知器

⑤ ウィンドウ

・新規作成

・開　　く

・閉じる

・保　存

・上下に並べて表示

・左右に並べて表示

・重ねて表示

⑥ ヘルプ

・操作方法

・バージョン

6. ま と め

時空間データの仕様について，官公庁等における時空

間データの利用事例を調査し，時空間データモデルに求

められる利用者側の基本的要件について検討し，本研究

において採用すべき時空間データの仕様の基本的考え方

について検討した。

また，既存の時空間データ管理手法に関する調査を行

ったところ，多くのGIS 製品等においては，離散時間モ

デル( タイムスライスモデル) として時空間データを管

理することは可能であるが，時空間データを連続時間モ

デルとして扱うことが不可能であり，また時間軸方向の

2 時点間の比較演算等，時空間解析に関わる基本的な機

能をほとんど有していないという結果が得られた。

これらの結果を踏まえ，研究成果として得られた時空

間データの基本的仕様に基づき，時空間データベース管

理システムのモデルシステムの設計を行った。

さらに，時空間データベースを構築することでもたら

されるメリットを視覚化するために，モデルシステムの

プロトタイプシステムを構築した。

まず，建物，土地など面的要素が重要な空間情報と過

去から現在までの年・月・日といった比較的変化の緩や

かな時系列情報の統合管理が必要な固定資産管理業務を

対象とした時空間データベース管理システムのプロトタ

イプシステムの構築を行った。

次に，固定資産業務よりも高度な時空間管理が必要と

される事例のひとつである道路管理業務を対象とし，道

路，感知器など線的，点的要素が重要な空間情報と過去

から未来までの年・月・日・時・分といったダイナミッ

クな時系列情報との統合管理が必要な時空間データベー

ス管理システムのプロトタイプシステムの構築も行っ

た。

プロトタイプシステムの構築の際には，それぞれの対

象とする業務において，時空間の統合管理に必要と考え

られる機能を実装した。

7. 今後の課題

国土数値情報のようにある時期でもって作成された空

間データ資源( タイムスライスデータ) が経年的に蓄積

されている状況のなか，時空間データベースを効率よく

構築するためには，このような複数の版をもつタイムス

ライスデータを利用して時空間データベースを構築する

技術，すなわち2 つの版を比較し同一性判断を行うこと

で変化部分を抽出する技術を開発をすることが必要であ

る。今後は，これらの技術を利用することで，過去の資

図-4　 任意時点の状況集計

図-5　 任意時点の交通量円グラフ



源の有効利用と空間データの高付加価値化か期待できる。

次に，時空間データの視覚化についてであるが，従来

のGIS においては，空間情報の表現について様々工夫が

成されてきた。しかしながら，空間情報に加えて時系列

情報の表現方法については，十分な検討がなされていな

いのが現状である。今後は，時空間情報の効果的な視覚

化技術について検討を行う必要がある。

本研究においては，面，線及び点情報に関する時空デ

ータについて，実際の業務を対象としプロトタイプシス

テムの構築を行い，時空間管理に必要と考えられる機能

の実装をしたが，今後，これらの成果を発展させモデル

システムの試行的構築を行うとともに，本研究を通じて

開発された時空間データを利用するためのツールセット

の集積，時空間データの統合的利用に関するガイドライ

ンの策定等についても検討していく必要がある。
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★注)「知的基盤」とは

知的基盤とは，研究開発をはじめとする知的創造活動

により生み出された技術的な知識・情報等が組織化さ

れ，経済・社会活動に広く利用される，い わば経済社会

の基礎体力 ・基礎学力であり，その整備のための研究開

発として，以下の四つの研究領域が設けられている。[13]

(1)　研究用材料等の作製・保存等の技術の高度化に関

する研究開発

(2) 計測・分析・試験評価方法の標準化及び計量標準

に関する研究開発

(3) 計測・分析・試験評価に係わる技術の飛躍的進歩

をもたらす先端的なツールの研究開発

(4) 知的基盤整備に関する情報のデータベース化に関

する研究開発

本研究は，第4 の研究領域に属し，国立研究所・5 機

関，大学・3 研究室，民間・6 社から構成される研究グ

ループで以下の研究課題を実施している。

「空 間情報科学の確立のための空間情報のデータベース

化に関する研究開発」

今後一層の整備が進むと考えられる空間情報( 地球上

の位置と直接，または間接に関連づけられた対象物，ま

たは現象に関する情報) データベースを用いて，研究開

発活動を安定的，かつ，効果的に進めるための基盤とな

る「空間情報科学の確立」に資するよう，以下の項目の

研究を実施する。

上記の研究課題は，以下(1)～(3)の課題内容に分割され

実施されており，本研究は，(1)の項目に属し，「空間情

報と時系列情報の統合化に関する研究開発」を実施して

いる。

(1)　多次元データのあり方や取り扱いに関する研究開

発

(2) データ交換技術に関する研究開発

(3) 応用的側面からのアプローチによる汎用可能な分

析手に関する研究開発
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